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オリンピック後の道標 SDGs と工技研の貢献 
Contribution of RIIT to SDGs after Olympic Games 
 

















大会）から 10 年後の 2030 年は奇しくも持続可能な開
発目標（Sustainable Development Goals:SDGs）の目標年
次である。極めてわかりやすい理屈であるが、東京

































 東洋大学の東京 2020 大会後の将来を俯瞰して、目標
を持って活動するためには、今後の道標となるいくつ
かの節目が必要であろう。これをマラソンのレースに
例えると、今年 2020 年がスタートであり、SDGs の目
標年次である 2030 年が折り返し地点で、本学の 150 周
年の 2037 年がゴールとなるのではないだろうか。すな
わち”TOYO SDGs Global 2020-2030-2037”という
SDGs の目標年次を中心とした大学発展のシナリ
オが見えてくる。工業技術研究所がそのシナリオ
の実現に向けて重要な役割を担うであろうことを
確信している。 
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